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新
緑
の
ق
અ
、い
か
が
お
ա
ご
し
で
し
Ỷ
う
か
。

ࡢ
年
12
月
に
初
当
選
し
、
今
回
初
め
て
議
会
で

一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

û0
年
に
わ
た
り
൪
組
制
࡞
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
、
議
会
は
ど
こ
か
「
൪
組
」
の
よ
う
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
構
成
を

考
え
、
質
問
と
答
え
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
様
子
が

഑
信
さ
れ
る
。
何
が
ى
こ
る
か
分
か
ら
な
い
ۓ
張

感
も
含
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
場
で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
議
会
が
よ
り
਎
近
に
感
じ
ら
れ

る
存
在
で
あ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
議
࿦
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
市
民
生
活
に
ど
う

つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ͥ
ひ
一
度
、議
会
を
๣
ௌ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
഑
信
も
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
޾
い
で
す
。

今
後
と
も
議
会
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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本会議は51人、委員会は12人まで傍聴で
きます。詳しくは議会事務局までご確認く
ださい。
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6月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです
日 月 金木水火 土
5/31 6/1 5432 6

14 15 19181716 20

21 22 26252423 27

市長提案
理由説明

本会議

一般質問
（予備日）

本会議
一般質問
本会議

一般質問
本会議

7 8 1211109 13

質疑・委員会
付託

本会議

委員長報告・質疑
討論・採決

本会議

総務文教
常任委員会

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

令和８年度  太宰府市議会

「市民と議会の意見交換会」 を開催いたします。
私たちの住む太宰府のまちについて、あなたの声をお聞かせください。

議員一同、皆様のお越しを楽しみにしています。

託児サービスをご希望の方は、５月７日㈭までに
議会事務局までお申し込みください。

●場　所　いきいき情報センター 2階 研修室
（太宰府市五条三丁目１番１号）

●定　員　申し込み不要でどなたでもご参加いただけます。
●内　容　10：00 ～ 10：05 （ 5分間）
　　　　　10：10 ～ 10：40 （30分間）
　　　　　10：50 ～ 11：20 （30分間）
　　　　　11：30 ～ 12：00 （30分間）

開会行事
常任委員会ごとに
分かれて意見交換｝

●時　間　10：00 ～ 12：00 ※9：30開場です。

市民と議会の意見交換会
5月10日日
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༧ࢉಛผҕ員会にてҰൠ会ܭɾಛผ会ܭɾۀا会ܭの౰ॳ༧ࢉの৹ࠪを行い、�݄��೔の本会議に͓
いて、ଟ਺のࢍ੒を΋ってݪҊのͱ͓ΓՄܾ͞Εましͨ。

ಛผ会ܭ：国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険事業特別会計、住宅新築資金等貸付事業特別会
計、筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計、筑紫地区介護認定審査会事業特別会計
水道事業会計、下水道事業会計：ܭ会ۀا
※金額の端数を省略しているため、総計にずれが生じている場合があります。

会 ܭ ۠ ෼

Ұɹൠɹ会ɹܭ

ಛɹผɹ会ɹܭ
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新年度予算を総チェック
当初予算のココに注目！

࣭໰ɿ๷൜Χϝϥʹؔ࿈しͯɺΧεϋϥରࡦͱしͯிࣷ಺の๷൜Χϝϥのઃஔ͸ͳ͍のか
ճ౴ɿ職員からの設置要望の声もあり、対応を検討しているところです。

࣭໰ɿʮ࣏ࣗجຊ৚例ʯの̐೥͝ͱのݟ௚しΛ͍ͭ΍Δのか
ճ౴ɿ令和８年３月末で４年となるため、現在、全庁的な検証を行っているところです。

࣭໰ɿࢢ௕ͱޠΔ会の࣮ࢪ༧定ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ令和３年度に市長と語る会（１回目）がコロナ禍のため途中で中止になり、実施できなかった自

治会を優先的に考えています。

࣭໰ɿެ༻ंのௐୡํ๏ʢߪೖ・Ϧʔεʣʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ公用車を15年以上使用すると想定し、リースよりも購入の方が経済的と

考えていますが、今後リースも含めて検討する必要があると考えます。

࣭໰ɿ;Δ͞ͱೲ੫دෟʢ��ԯԁʣの͏ͪɺฦྱ඼୅ɺࣄ຿අ౳ΛࠩしҾ͍た࣮࣭తͳ
͸͍͘ΒʹͳΔのかֹࠐݟೖのࡀ

ճ౴ɿ15億円のおおよそ半分が、市の歳入となる見込みです。

࣭໰ɿ͕ࠃਐΊΔΨόϝϯτΫϥ΢υʢγεςϜのඪ४Խʣ΁のຊࢢのҠߦঢ়گʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ対象事業である20業務のうち、健康管理システムを除く19業務が令和７年度中に標準化対応と

なり、残る健康管理システムについては、令和９年２月に標準化の予定です。

࣭໰ɿʮܟ࿝ॕ͍඼ʯʢ���ສԁʣͱʮܟ࿝ۀࣄඅʯʢ�
���ສ�ઍԁʣʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ「敬老祝い品」は、88歳（446名）と99歳（59名）に１万円、100歳（51名）に２万円を贈呈します。
　　　「敬老事業費」は、77歳以上の高齢者の人数に2,500円を乗じた金額を、自治会に交付しています。

࣭໰ɿʮϠϯάέΞϥʔʹؔ͢ΔΞϯέʔτௐࠪʢ��ສԁʣʯの࣮ࢪ಺༰ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ学校関係者と連携して、子どもたちが回答しやすいタブレットやスマートフォン

を使う方法での調査を予定しています。

࣭໰ɿͮ͘ؾݩΓϙΠϯτ੍౓のϦχϡʔΞϧ಺༰ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ福岡県が実施している「ふくおか健康ポイントアプリ」を活用します。従

来のスタンプカードについても、令和８年度中は併用して使用できますが、
それ以降は、アプリ方式に一本化したいと考えています。

࣭໰ɿྩ࿨̓೥౓ʹՆの໠ॵରࡦͱしͯߪೖしたϛετγϟϫʔの୆਺ͱɺͦれ
Βのӡ༻ܦඅのঢ়گʹ͍ͭͯ

ճ౴ɿ10台購入・配置しています。運用経費については、事業者の方々のご理
解の上、ご負担頂いています。

࣭໰ɿޫ؍අʹ͍ͭͯɺଠ࠻෎ؗؔ܎のܦඅΛআ͘ͱ໿�
���ສԁで͋Δ͕ɺ͜
のఔ౓の༧نࢉ໛でޫ؍੓ࡦΛ࿫͑Δのか

ճ౴ɿ一概に予算規模で評価するのではなく、観光コンテンツの造成や、地域の
関係者との取り組みなどが大事になるのではないかと考えています。

࣭໰ɿখֶߍのڅ৯අແঈԽʹؔしͯɺݝ・ࠃのิॿۚの಺༁ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ児童一人当たり月額5,200円が国・県から補助されます。

࣭໰ɿத৺֗ࢢ஍ੑ׆Խۀ౼ݕ຿ҕୗྉʢ���ສ�ઍԁʣの಺༰ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿいきいき情報センターを含む西鉄五条駅周辺について、整備方針の検討を進めるための業務委託

費を計上しています。

࣭໰ɿσϚϯυަ௨のӡۀߦ຿ҕୗྉʢ�
���ສ�ઍԁʣの಺༰ʹ͍ͭͯ
ճ౴ɿ実証運行中の星ヶ丘・高雄エリアと市役所周辺エリアの、システムの使用料等、運行を行うため

の費用です。それに合わせて、水城・国分周辺等のエリアにおけるデマンド交通の運行可能性を
調査・分析するための実証運行の費用を計上しています。

࣭໰ɿεέʔτϘʔυύʔΫʢԣ��ϝʔτϧɺॎ��ϝʔτϧʣのฏۉར༻ऀ͸
ճ౴ɿ一日平均で３人の予想です。近隣都市の他の事例を見ても同等で、全面で10人

ほどが利用できる想定です。
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˓ྩ࿨̓೥౓一ൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̔߸ʣʢୈ̕߸ʣ

戸籍住民
基本台帳費

400万4千円
（第８号）

ϚΠφϯόʔΧʔυදهରԠۀࣄ
国外転出者のマイナンバーカードへの旧氏および旧氏の振り仮名表記等の実施に伴
い、住民基本台帳システム等を整備するものです。

্ਫಓ܎ؔۀࣄඅ
昨年９月以降の小雨により筑後川水系のダム貯水率が著しく低下していることか
ら、本市水道事業において節水の呼びかけや減圧給水を実施している中、渇水対策
に要する経費の増加が見込まれており、安定した事業運営と市民生活に必要な給水
体制を確保するために、一般会計から水道事業会計へ補助するための費用を計上す
るものです。

上水道費 1,569万5千円
（第９号）

খֶࢪߍઃ੔උඅɺதֶࢪߍઃ੔උඅ
太宰府小学校および太宰府西小学校の教室棟長寿命化改良事業、太宰府小学校運動
場整備工事並びに小中学校の照明器具LED化改修工事について、国の令和７年度補
正予算（第１号）にて補助事業として採択され、より有利な財源を活用して事業が
実施可能となったこと並びに工事の早期着工、発注時期の平準化をはかるために、
令和７年度への事業を前倒しする費用を計上するものです。

අɹ目 ओɹͳɹࣄɹۀɹͱɹ༧ɹࢉɹֹิਖ਼༧ֹࢉ


�ग़ͦれͧれ�ԯࡀ・ೖࡀ˗���ສ�ઍԁΛ௥Ճしɺ
૯ֹ͸���ԯ�
���ສ�ઍԁʹͳΓ·したɻ

˓ྩ࿨̓೥౓一ൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̓߸ʣ

児童福祉費 3億2,219万8千円

෺ՁߴରԠࢠҭͯԠԉख౰څ෇අ �ԯ�
���ສ�ઍԁ
物価高騰による子育て世帯への負担を軽減し、子どもたちの健やかな成長を応援す
るため、高校生年代（18歳以下）の子どもがいる世帯に対し、子ども一人あたり２
万円を給付するものです。
ઃඅ ���ສ�ઍԁࢪҭ・อҭڭอҭॴ؅ཧӡӦඅ �ສ�ઍԁɺཱࢢ
保育所等の物価高騰による負担を軽減し、継続したサービスの提供を支援するもの
です。

社会福祉費 4億1,051万5千円

৯ྉ඼౳෺Ձߴಅࢧԉۚڅ෇ۀࣄඅ �ԯ���ສ�ઍԁ
食料品等の物価高騰による家計への負担を軽減するため、19歳以上を対象に住民税
非課税世帯の方一人当たり8,000円、住民税課税世帯の方一人当たり5,000円を給
付するものです。
౳ਪਐඅ ��ສ�ઍԁࡦࢪඅ ���ສԁɺো͕͍ऀ܎ઃ౳ؔࢪऀྸߴ
高齢者施設や障がい福祉サービス事業所等の物価高騰による負担を軽減し、継続し
たサービスの提供を支援するものです。

අɹ目 ओɹͳɹࣄɹۀɹͱɹ༧ɹࢉɹֹิਖ਼༧ֹࢉ


�ग़ͦれͧれ�ԯࡀ・ೖࡀ˗���ສ�ઍԁΛ௥Ճしɺ
૯ֹ͸���ԯ�
���ສ�ઍԁʹͳΓ·したɻ

˓ୈ̍ճྟ時会ʢྩ࿨̔೥݄̍��೔ʣɹ会̍ظ೔ؒ

˓ୈ̍ճఆྫ会ʢྩ࿨�೥݄̎��೔ʙ݄̏��೔ʣɹ会ظ��೔ؒ

ಓೝ定ࢢ˓
˗୐஍଄੒ʹΑΓدෟΛड͚た̐۾߸ઢʢग੃ࡾஸ໨ʣʹ͍ͭͯ

ಓೝ定し·したɻ《議案第８号》ࢢ

のऔಘ࢈ࡒ˓
˗࢙੻஍の౔஍Λ��
������ᶷʢ໿�ԯ�
���ສԁʣऔಘし·͢ɻ
《議案第７号》

˓ઐ決ॲ分
˗༡཭ੴփམԼʹΑΔं྆ଛইނࣄのଛ֐ഛঈのֹの決定ʹ͍ͭͯ
⇒損害賠償額は600,102円で、本市が加入する道路損害賠償保険および本市予算で
　相手方に全額支払いました。《報告第１号》

原案可決

˓৚例
˗ଠ࠻෎ࢢෟଐؔػઃஔʹؔ͢Δ৚例の一෦Λվਖ਼͢Δ৚例ʹ͍ͭͯ
⇒太宰府市人権センター等整備検討委員会、太宰府市公共施設整備検討委員会および
　太宰府市五条地区活性化検討委員会設置に伴い、条例の一部を改正するものです。《議案第10号》

原案可決

˗ଠ࠻෎ཱࢢখֶٴߍͼதֶࢪߍઃ࢖༻ྉの৚例の一෦Λվਖ਼͢Δ৚例ʹ͍ͭͯ
⇒市内の一部の小中学校の体育館に空調設備およびシャワーを設置したことに伴い、条例の
一部を改正するものです。小・中学校の「体育館空調」の使用料を１時間につき1,000円、半面使用
は500円、また、「体育館シャワー」の使用料を５分につき100円に設定しています。《議案第12号》

原案可決

˗ଠ࠻෎ཱࢢӡಈެԂ৚例の一෦Λվਖ਼͢Δ৚例ʹ͍ͭͯ
⇒太宰府市立松川運動公園内にスケートボード場を設置することに伴い、条例の一部を
　改正するものです。施設使用料として１回につき一般は300円、小・中学生は100円、また、
　備品使用料としてヘルメットとプロテクターそれぞれ100円に設定しています。《議案第13号》

原案可決

原案可決

˓ྩ࿨̓೥౓հޢอۀࣄݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ

˓ਓࣄ

《議案第1号》
Λબ೚͢Δ͜ͱʹಉҙし·したɻࢯઘٛจࠓ؂ࠪҕһͱしͯɺࢢ˗

͍·͍ͣΈ Αし ;Έ

同  意

˓ਓࣄ

《諮問第１号》
˗ਓݖ༴ޢҕһͱしͯɺాᔹ໌඙ࢯΛద೚ͱೝΊ·したɻ

た  Ϳͪ  ͖͋  ͻ͜

適  任

˗ଠ࠻෎ݻࢢ定࢈ࢿධՁ৹ࠪҕһ会ҕһͱしͯɺ২தඒࢯلΛ
બ೚͢Δ͜ͱʹಉҙし·したɻ《議案第５号》

͏͑  ͳか  Έ    ͖

同  意

可  決

可  決

小学校費 8億7,522万2千円
（第９号）

中学校費 4,577万1千円
（第９号）

総務管理費 334万4千円 հޢอݥγεςϜվमҕୗྉ
介護サービス
等諸費 1,800万円

අɹ目 ओɹͳɹࣄɹۀɹͱɹ༧ɹࢉɹֹิਖ਼༧ֹࢉ


�ग़ͦれͧれࡀ・ೖࡀ˗���ສ�ઍԁΛ௥Ճしɺ
૯ֹ͸��ԯ�
���ສ�ઍԁʹͳΓ·したɻ 原案可決

居宅介護サービス給付費が不足する可能性があるため増額するものです。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
会
派
代
表
質
問

全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

施政方針を問う 代 表 質 問施政方針を問う 代 表 質 問
議
決
結
果
一
覧
表

議
決
結
果
一
覧
表

１月臨時会 全会一致で可決した議案

３月定例会 全会一致で可決した議案
議案番号等 案件名 議決結果
諮問第  １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
議案第  ５号 太宰府市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
議案第  ６号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度太宰府市一般会計補正予算（専決第１号）） 承認
議案第  ７号 財産の取得（史跡地）について 可決
議案第  ８号 市道路線の認定について 可決
議案第  ９号 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決
議案第１０号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第１１号 太宰府市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決
議案第１２号 太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第１３号 太宰府市立運動公園条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第１４号 太宰府市犯罪被害者等支援条例の制定について 原案可決
議案第１５号 太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第１６号 太宰府市重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第２０号 太宰府市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第２１号 太宰府市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第２２号 令和７年度太宰府市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決
議案第２８号 令和８年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 原案可決
議案第２９号 令和８年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計予算について 原案可決
議案第３０号 令和８年度太宰府市水道事業会計予算について 原案可決
議案第３１号 令和８年度太宰府市下水道事業会計予算について 原案可決
報告第  ２号 専決処分の報告について（舗装剥がれによる車両損傷事故の損害賠償の額の決定） ―
議案第３２号 令和７年度太宰府市一般会計補正予算（第９号）について 原案可決
議案第３３号 令和７年度太宰府市水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決
議案第３４号 令和８年度太宰府市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案番号等 案件名 議決結果
報告第  １号 専決処分の報告について（遊離石灰落下による車両損傷事故の損害賠償の額の決定） ―
議案第  １号 太宰府市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意
議案第  ２号 太宰府市立太宰府史跡水辺公園の指定管理者の指定について 可決
議案第  ３号 太宰府市総合体育館の指定管理者の指定について 可決
議案第  ４号 令和７年度太宰府市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決

３月定例会 賛否の分かれた議案

議案番号等 案件名
議
決
結
果

公明党 宰光 新風 次世代
の鐘

すまいる
太宰府

太宰府
市民の声

ネクスト
太宰府

未来の
まち

無
所
属

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

陶
山

良
尚

原
田
久
美
子

入
江
　
　
寿

門
田

直
樹

今
泉

義
文

笠
利
　
　
毅

川
口

親
丸

原

紳
次
郎

岡
林

直
人

長
谷
川
公
成

久
和

満
晴

馬
場

礼
子

瀬
筒

義
久

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

木
村

彰
人

神
武
　
　
綾

議案第１７号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について

原案
可決 ○※○○○○○××○○○○○○○○×

議案第１８号 太宰府市介護保険条例の一部を改正する条
例について

原案
可決 ○※○○○○○××○○○○○○○○×

議案第１９号 太宰府市特定乳児等通園支援事業の運営に
関する基準を定める条例の制定について

原案
可決 ○※○○○○○○○○○○○○○○○×

議案第２３号 令和７年度太宰府市介護保険事業特別会計
補正予算（第４号）について

原案
可決 ○※○○○○○○×○○○○○○○○×

議案第２４号 令和８年度太宰府市一般会計予算について 原案
可決 ○※○○○○○○○○○○○○○○○×

議案第２５号 令和８年度太宰府市国民健康保険事業特別
会計予算について

原案
可決 ○※○○○○○○×○○○○○○○○×

議案第２６号 令和８年度太宰府市後期高齢者医療特別会
計予算について

原案
可決 ○※○○○○○○○○○○○○○○○×

議案第２７号 令和８年度太宰府市介護保険事業特別会計
予算について

原案
可決 ○※○○○○○○×○○○○○○○○×

（個人ごとの表決結果を
賛成○、反対×で表しています）

※小畠真由美議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

陳情第  1号 地域医療提供体制の維持・確保のための診療報酬改定等を求める意見書採択の陳情について 環境厚生常任委員会に送付
陳情第  2号 臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻

き込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情 環境厚生常任委員会に送付
陳情第  3号 mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める陳情書 環境厚生常任委員会に送付
要望第  1号 学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い 総務文教常任委員会に送付

陳　情　・　要　望

本
市
の
将
来
像
を
左
右
す
る
重
要
政

策
で
あ
る
交
通
環
境
の
再
構
築
に
つ

い
て
２
点
伺
う
。

①
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の
状
況
や
現
状

の
分
析
、
今
後
の
検
討
状
況
を
問
う
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
時
刻
表
が
掲
示
さ
れ
て

い
る
が
、
自
治
会
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

①
実
証
運
行
で
２
４
０
０
名
以
上
が

利
用
さ
れ
、「
使
い
や
す
い
」「
便
利

だ
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和

８
年
４
月
１
日
以
降
の
利
用
状
況
も
踏
ま
え
、

今
後
の
展
開
や
他
エ
リ
ア
で
の
運
行
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

②
自
治
協
議
会
全
体
会
や
役
員
会
で
説
明
す

る
と
と
も
に
、
改
正
後
ダ
イ
ヤ
を
市
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、
公
共
施
設
へ
の
掲
示
、

バ
ス
車
内
で
の
案
内
な
ど
で
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
、
丘
陵
地
で
大
き
く
減
便
し

地
域
公
共
交
通
は
市
民
生
活
を
支
え

る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
ま
ほ
ろ
ば
号
・
地
域
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
・

の
る
ー
と
太
宰
府
で
は
料
金
体
系
が
異
な
る
。

特
に
ま
ほ
ろ
ば
号
の
運
行
補
助
は
拡
大
傾
向

に
あ
る
。

公
共
交
通
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
が
募
集
さ
れ
、
運
賃
な
ど
利
用
者
負
担
の

検
討
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
案
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
ほ
ろ
ば
号
の
位
置
づ
け
を

含
め
、
公
共
交
通
に
お
け
る
住
民
負
担
の
在

り
方
を
改
め
て
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い

て
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
素
案
で
は
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
構
築
を
基
本

方
針
の
一
つ
と
し
、
地
域
全
体
で
公
共
交
通

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
て

新
風

次
世
代
の
鐘

交
通
環
境
の
再
構
築
を
急
げ

公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の

住
民
負
担
の
在
り
方
を
問
う

今い
ま

泉い
ず
み  

義よ
し
ふ
み文  

議
員

笠か
さ

利り

毅つ
よ
し  

議
員

た
地
域
に
お
住
い
の
方
々
に
対
す
る
説
明
の

機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
利
用
者
負
担
と
公
的
負
担
の

均
衡
化
を
施
策
の
方
向
性
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
事
業
内
容
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
の
料
金
体
系
に
つ
い
て
、
運
賃
や
広

告
料
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

全  

質  

問  

項  

目

全  

質  

問  

項  

目

○
五
条
地
区
活
性
化
の
検
討
に
つ
い
て

○
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
向
上
に
つ

い
て

○
地
域
経
済
の
活
性
化
・
起
業
創
業
支
援
に

つ
い
て

○
小
学
校
給
食
の
無
償
化
・
中
学
校
給
食
の

10
割
補
助
に
つ
い
て

○
市
民
の
森
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

●
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
つ
い
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

○
冒
頭
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

○
五
条
地
区
活
性
化
の
検
討
に
つ
い
て

○
人
権
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
検
討
に
つ
い
て

○
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
に
つ
い
て

●
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
つ
い
て

○
気
候
変
動
へ
の
適
応
に
つ
い
て

まほろば号
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と
？
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表
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問

全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

市
政
史
上
最
高
額
の
一
般
会
計
予
算
額

と
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、

積
極
財
政
の
空
気
に
流
さ
れ
ず
、
財
政
規
律
を
堅

持
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
信
頼
を
守
り
、
将
来
の

ま
ち
の
力
を
左
右
す
る
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
か

ら
３
点
伺
う
。

①
一
般
会
計
予
算
案
は
市
政
史
上
最
高
額
と
な
る

が
、
必
要
か
つ
最
小
限
の
経
費
で
行
政
を
運
営
す

る
た
め
に
、
歳
出
を
抑
え
る
意
識
は
あ
る
か
。

②
行
財
政
大
綱
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の
取
組
を

継
続
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

③
市
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
５
つ
の
施
策
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
。

①
地
方
自
治
は
常
に
効
率
性
を
意
識
し

な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
効
率
性
を
追
求
す
る
姿
勢
は
、
地

方
公
共
団
体
と
し
て
の
活
動
全
般
に
お
け
る
基
本

的
な
原
則
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
原
則
を
堅
持
し
、

市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
を
心
掛
け

て
い
き
ま
す
。

②
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
を
期
間
と

近
所
付
き
合
い
の
な
い
方
が
、
近
隣
住

民
に
何
の
連
絡
も
な
く
引
っ
越
し
さ
れ

た
結
果
、
当
該
住
宅
が
空
き
家
と
な
り
、
管
理
も

行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
木
々

は
伸
び
放
題
と
な
り
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど
野
生
動
物

の
ふ
ん
害
に
よ
り
衛
生
面
の
懸
念
も
生
じ
、
近
隣

住
民
は
非
常
に
迷
惑
し
て
い
る
。

市
に
相
談
し
、
相
手
方
に
連
絡
し
て
も
ら
い
、

管
理
を
促
す
も
全
く
動
き
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
相
続
財
産
管
理
人
等
の
選
任
申
立

て
に
よ
る
解
決
が
可
能
か
。

相
続
財
産
管
理
人
等
の
選
任
申
立
制
度

は
、
管
理
人
が
不
存
在
の
空
き
家
が
対

象
で
あ
り
、
所
有
者
が
確
認
出
来
る
空
き
家
に
は

当
該
制
度
の
活
用
は
難
し
い
状
況
で
す
。

市
で
は
平
成
28
年
度
に
実
態
調
査
を
実
施
後
、

令
和
2
年
3
月
に
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、

空
き
家
の
予
防･

管
理･

流
通･

活
用
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
関
係
機
関
、
団
体
の
専
門
家
と
の
連
携
を

交
通
環
境
の
再
構
築
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
４

点
伺
う
。

①
可
能
な
限
り
の
便
数
を
確
保
す
る
と
の
市
の
方

針
と
今
回
の
減
便
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
説

明
す
る
の
か
。

②
事
前
に
丁
寧
な
住
民
説
明
会
や
周
知
の
機
会
を

設
け
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

③
代
替
交
通
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④
減
便
の
代
替
案
を
示
し
、
市
民
の
交
通
権
を
守

る
と
い
う
強
い
意
志
の
下
で
の
減
便
な
の
か
。
市

の
基
本
方
針
を
問
う
。

①
運
転
士
不
足
に
よ
り
現
行
体
制
の
維

持
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
西
鉄
の
申
し

出
を
受
け
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
限
ら
れ
た
運

転
士
数
の
中
、
現
行
の
7
割
以
上
の
運
行
便
数
を

確
保
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

②
自
治
協
議
会
全
体
会
や
役
員
会
で
説
明
す
る
と

と
も
に
、
改
正
後
ダ
イ
ヤ
を
市
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
他
、
公
共
施
設
へ
の
掲
示
、
バ
ス
車
内
で
の

案
内
な
ど
で
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
丘

太
宰
府
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
4
点

伺
う
。

①
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
現
在
の
実
証
運
行

の
成
果
と
課
題
を
ど
う
分
析
し
た
の
か
。
ま
た
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
描
い
て
い
る
の
か
。

②
各
交
通
モ
ー
ド
の
役
割
整
理
と
一
体
的
な
再
編

の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

③
デ
マ
ン
ド
交
通
の
具
体
的
な
利
用
促
進
策
は
。

④
デ
マ
ン
ド
交
通
を
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て

定
着
さ
せ
る
た
め
の
運
用
・
評
価
体
制
を
ど
の
よ

う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

①
実
証
運
行
開
始
か
ら
、
延
べ
２
４
０

０
人
超
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
の
る
ー

と
太
宰
府
の
運
行
時
間
中
に
は
路
線
バ
ス
星
ヶ
丘

線
や
乗
合
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
も
運
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
8
年
4
月
以
降
の
利
用
等
を
踏

ま
え
、
状
況
の
把
握
・
調
査
分
析
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
あ
ら
ゆ
る
交
通
手
段
や
交
通
資
源
を
活
用
し
た

交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
な
視
点

未
来
の
ま
ち

太
宰
府
市
民
の
声

ネ
ク
ス
ト
太
宰
府

公
明
党

積
極
財
政
を
改
め
、
堅
実
財
政
へ
シ
フ
ト
せ
よ

空
き
家
の
適
正
管
理
に
早
急
な
対
応
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
計
画
を

ど
う
考
え
る
の
か

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
よ
る

交
通
環
境
の
再
構
築
を

木き

村む
ら  

彰あ
き

人と  

議
員

長は

谷せ

川が
わ

公こ
う
せ
い成  

議
員

馬ば

ば場  

礼れ
い

子こ  

議
員

堺さ
か
い

剛つ
よ
し  

議
員

し
た
第
四
次
太
宰
府
市
行
政
経
営
改
革
大
綱
以
降
、

職
員
行
動
理
念
を
設
定
す
る
こ
と
で
職
員
の
意
識

改
革
を
図
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
効
率
的
な
行

政
運
営
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
次
世
代
に

責
任
を
も
っ
て
歴
史
と
緑
豊
か
な
美
し
い
太
宰
府

市
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
声
を

確
実
に
反
映
さ
せ
、
未
来
へ
つ
な

が
る
太
宰
府
市
の
実
現
に
向
け
て

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

強
化
し
、
課
題･

問
題
の
解
決
に
努
め
、
更
に
空

き
家
物
件
の
巡
回
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
対
し
ま

し
て
も
、
迅
速
に
現
場
に
赴
き
、
所
有
者
へ
の
連

絡
も
行
っ
て
お
り
、
当
市
の
空
き
家
件
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

陵
地
で
大
き
く
減
便
し
た
地
域
に
お
住
い
の
方
々

に
対
す
る
説
明
の
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
ダ
イ
ヤ
改
正
後
の
利
用
状
況
の
把
握
・
調
査
・

研
究
を
進
め
、
検
討
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

④
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
最
適
で

持
続
可
能
な
公
共

交
通
の
体
系
構
築

に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
拠
点
の
特
性
に
応
じ

た
都
市
機
能
を
補
完
で
き
る
こ
と
を
地
域
交
通
の

将
来
像
と
し
て
い
ま
す
。

③
運
行
開
始
前
よ
り
、
運
行
地
域
周
辺
の
公
民
館

に
お
い
て
利
用
説
明
会
・
登
録
会
を
行
い
、
約
４

８
０
名
の
方
々
に
利
用
登
録
の
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
要
望
に
応
じ
て
き
め
細
か
な
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
最
適
で
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
一
つ
と
し
て
構

築
で
き
る
か
、
総
合
的
な

検
証
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

録画映像はこちら録画映像はこちら

録画映像はこちら録画映像はこちら
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全  
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●
冒
頭
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
つ
い
て

○
学
業
院
中
学
校
施
設
整
備
、
太
宰
府
西
小
学
校

管
理
教
室
棟
長
寿
命
化
改
良
及
び
太
宰
府
小
学

校
長
寿
命
化
改
良
に
つ
い
て

○
観
光
回
遊
ル
ー
ト
の
充
実
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
の
整
備
検
討
に
つ
い
て

○
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

○
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校
支
援
に
つ
い

て
○
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

○
区
自
治
会
、
校
区
自
治
協
議
会
に
対
す
る
運
営

支
援
に
つ
い
て

○
防
災
備
蓄
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

○
市
民
農
園
の
整
備
に
つ
い
て

○
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

○
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て

○
市
長
と
語
る
会
に
つ
い
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

○
太
宰
府
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
整
備

運
営
に
つ
い
て

○
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

○
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

○
小
学
校
給
食
の
無
償
化
・
中
学
校
給
食
の
10
割

補
助
に
つ
い
て

○
市
民
の
森
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

●
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
つ
い
て

○
窓
口
機
能
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
会
派
代
表
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
会
派
代
表
質
問

全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 全質問項目のうち●で示した質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ここが聞きたい 個 人 質 問 ここが聞きたい 個 人 質 問
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、い
わ
ゆ
る
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備
、

事
業
所
職
員
の
研
修
・
教
育
・
資
質
の
醸
成
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
制
度
、
整
備
、
手
続
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
利
用
開
始
時
に
発
生
す
る
様
々
な
対
応

を
現
場
任
せ
に
し
な
い
た
め
に
市
と
し
て
受
け
入

れ
の
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
す
べ
く
、
保
育

所
や
幼
稚
園
な
ど
の
事
業
者
と
も
、
事

業
を
実
施
す
る
上
で
の
疑
問
や
不
安
点
な
ど
も
含

め
て
慎
重
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
、
３
つ
の
施
設
に
お

い
て
定
員
18
名
で
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
３
月

か
ら
市
民
の
方
の
利
用
申
請
の
受
付
も
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
施
設
に
と
っ
て
も
新
し
い
事
業
で
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

預
け
る
側
・
預
か
る
側
双
方
に
と
っ
て
安
心
し
て

施
政
方
針
で
市
長
は
市
職
員
に
対
し
て
、

「
職
員
の
力
が
市
政
を
支
え
て
い
る
、
行

政
の
プ
ロ
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
行
政
運
営
に
携

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
ト
ッ
プ
と
し
て
の
考

え
、
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
市
職
員
の
日
頃
の
頑

張
り
に
対
す
る
評
価
、
叱
咤
激
励
等
々
を
述
べ
、

行
政
運
営
を
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
く

決
意
を
述
べ
て
い
る
た
め
市
長
に
２
点
伺
う
。

①
市
職
員
に
対
し
て
の
考
え
。

②
市
政
に
対
す
る
決
意
。

①
私
も
長
く
本
市
役
所
に
勤
め
、
職
員

と
と
も
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
様
々
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
、
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
行
政
運
営
体
制

を
つ
く
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
上
で
も
大
変
重
要
な
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
次
世
代
に

責
任
を
持
っ
て
歴
史
と
緑
豊
か
な
美
し
い
太
宰
府

市
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
声
を
市
政
に

す
ま
い
る
太
宰
府

宰
光

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
開
始
に
向
け
て

今
後
の
行
政
運
営
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か

原は
ら  

紳し
ん

次じ

郎ろ
う  

議
員

入い
り

江え

　
寿ひ

さ
し  

議
員

活
用
で
き
る
制
度
と
し
て
成
熟
し
て
い
く
よ
う
努

め
ま
す
。

反
映
し
、
今
や

る
べ
き
こ
と
を

一
つ
ひ
と
つ
責

任
を
持
っ
て
着

実
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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目

●
乳
児
等
通
園
支
援（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

に
つ
い
て

○
高
齢
者
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
用
の
助
成
に
つ

い
て

○
介
護
の
し
ご
と
魅
力
発
信
・
人
材
確
保
定
着
に

つ
い
て

○
地
区
公
民
館
施
設
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

○
大
宰
府
政
庁
前
駐
車
場
の
活
用
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
に
つ
い
て

○
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
冒
頭
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
つ
い
て

○
地
域
経
済
の
活
性
化
・
起
業
創
業
支
援
に
つ
い

て
○
太
宰
府
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
に
つ
い
て

○
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
多
く
の
公

園
で
は
ボ
ー
ル
遊

び
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
や
ル
ー

ル
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
公

園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

環
境
を
改
善
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
2
点
伺

う
。 

①
ボ
ー
ル
遊
び
が
可
能
な

公
園
の
数
と
、
そ
の
割
合

に
つ
い
て
。 

②
公
園
の
利
用
制
限
を
緩

和
す
る
に
は
地
域
住
民
と

の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
一
定
の

ル
ー
ル
の
下
で
子
ど
も
た

ち
が
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び

を
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
を

伺
う
。

①
都
市
公
園
に
お

け
る
ボ
ー
ル
遊
び

に
つ
い
て
は
、
硬
い
ボ
ー

ル
は
運
動
施
設
を
有
す
る

公
園
を
除
き
禁
止
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
や
わ
ら
か

い
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
制
限
し
て
お
ら
ず
、

市
内
１
４
１
か
所
の
都
市

公
園
で
利
用
で
き
ま
す
。

②
公
園
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
や
設
備
に
つ
い
て

は
、
よ
り
柔
軟
で
適
切
な

対
応
が
必
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
と
の
対
話
の
場
を
設

け
、
意
見
を
丁
寧
に
伺
い

な
が
ら
、
公
園
の
あ
る
べ

き
姿
を
と
も
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
は
、
近
隣
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
地

元
自
治
会
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
ボ
ー
ル
遊
び

で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
よ

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  
議
員

議員名 全ての質問項目 ページ

タコスキッド

公園で遊ぶ子ども達の環境について

41
手話通訳者の処遇改善について

市民農園について

地域生活支援事業について

神武　　綾
持続可能な介護保険制度の構築について

42
すべての子どもたちの学びの保障について

瀬筒　義久
地域猫活動について

42
立地適正化計画について

原田久美子
地域公共交通について

42
移動スーパー事業について

陶山　良尚 元号「令和」を活かした今後のまちづくりについて 43

岡林　直人

「市民の意見箱」の活用について

43選挙の投票率向上について

今夏の猛暑対策について

川口　親丸

コミュニティバス「まほろば号」について

43小学校給食の無償化および中学校給食の10割補助について

財政調整基金について

本会議の録画映像の配信を行っています。 
質問者のページに表示している二次元バーコードから、録画映像にアクセスできます。

個人質問　質問項目一覧表個人質問　質問項目一覧表

41 40令和８年５月 第 187号 第 187号 令和８年５月



ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。 質問を行った議員名と質問項目および原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

元
号「
令
和
」を
活
か

し
た
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

⑴
令
和
改
元
５
年
記
念
事
業

の
評
価
と
今
後
の「
令
和
」の

活
用
の
方
向
性
は
。

⑵（
仮
称
）令
和
万
葉
館
の
設

置
に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ

い
て

⑶
万
葉
集
に
縁
の
あ
る
自
治

体
と
の
新
た
な
連
携
に
つ
い

て⑷
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て①「
令
和
改
元
記
念
日
」の
設

置
に
つ
い
て

②
時
代
行
列
の
実
施
に
つ
い

て

⑴
知
名
度
向
上
や
交

流
機
会
の
創
出
に
つ

な
が
り
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
市
内
外
へ
の
情
報
発

信
の
強
化
、
回
遊
性
向
上
に

向
け
た
施
策
な
ど
、
持
続
可

能
な
展
開
を
検
討
し
ま
す
。

⑵
文
学
や
文
学
者
に
関
係
す

る
他
自
治
体
の
施
設
に
対
し

第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
向
け

て
、
第
９
期
に
お
け
る
進
捗

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

①
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ

い
て
、
今
期
の
引
き
上
げ
に

よ
る
運
営
へ
の
影
響
は
。

②
在
宅
介
護
を
支
え
る
訪
問

介
護
事
業
所
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
の
現
状
は
。

③
地
域
支
援
事
業
の
う
ち
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
と
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
集
い
の
場
・
教
室
づ

く
り
の
進
捗
は
。

①
第
９
期
改
定
で
、

基
金
の
活
用
額
を
増

や
し
て
保
険
料
の
上
昇
幅
を

抑
え
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢

者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
介

護
給
付
費
等
の
伸
び
は
顕
著

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
国
の
報
酬
改
定
の
影
響
や

人
材
不
足
の
面
か
ら
、
訪
問

介
護
を
は
じ
め
と
し
た
介
護

事
業
所
全
体
が
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

「
市
民
の
意
見
箱
」は
、

広
く
市
民
の
声
を
聞

き
市
政
に
生
か
す
た
め
の

重
要
な
仕
組
み
で
あ
る
。
さ

ら
な
る
活
用
の
た
め
３
点
伺

う
。

①
令
和
7
年
度
の
実
施
結
果

と
前
年
度
と
の
比
較
、
主
な

内
容
に
つ
い
て

②
集
計
お
よ
び
分
析
の
方
法
、

関
係
部
署
へ
の
共
有
の
方
法
、

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い

て③
よ
り
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
る
た
め
の
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
２
月
末

時
点
で
提
言
件
数
が

１
２
５
件
、
前
年
度
が
85
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
教
育
・
文

化
に
関
す
る
ご
意
見
を
多
く

頂
戴
し
て
い
ま
す
。

②
８
つ
の
分
野
に
分
類
し
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
回
答

の
要
否
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
の

可
否
、
関
係
課
、
投
函
場
所
、

受
付
日
な
ど
に
よ
り
整
理
し

地
域
猫
活
動
に
つ
い

て
５
点
伺
う
。

①
地
域
猫
活
動
の
実
施
状
況
、

不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金
の

執
行
状
況
、
苦
情
内
容
と
件

数
は
。

②
不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金

申
請
の
簡
素
化
に
向
け
た
検

討
状
況
は
。

③
地
域
猫
活
動
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
認
定
や
登
録

制
度
、
活
動
を
継
続
し
や
す

く
す
る
支
援
策
は
。

④
高
齢
者
に
よ
る
多
頭
飼
育

崩
壊
の
問
題
に
対
す
る
民
生

委
員
や
自
治
会
と
の
連
携
対

応
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

⑤
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
て

広
域
的
に
地
域
猫
を
市
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
説

明
会
や
出
前
講
座
等
の
開
催

に
つ
い
て①

補
助
金
執
行
状
況

は
、
予
算
計
上
し
た

１
０
０
万
円
全
額
分
交
付
を

予
定
し
て
お
り
、
活
動
支
援

を
進
め
て
い
ま
す
。
相
談
件

数
は
、
令
和
６
年
度
13
件
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
声
が
寄
せ
ら

れ
、
特
に「
ま
ほ
ろ
ば
号
」な

ど
の
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て
、

大
変
切
実
な
声
を
い
た
だ
い

た
。
学
生
や
子
育
て
世
代
、

ご
高
齢
の
方
な
ど
幅
広
い
方

が
現
状
や
将
来
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
運
転
士
の
確
保

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、

慢
性
的
な
運
転
士
不
足
や
、

時
間
外
労
働
の
上
限
が
規
制

さ
れ
る
２
０
２
４
年
問
題
も

重
な
り
、
今
後
さ
ら
に
運
転

士
が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
運
転
士
確

保
に
向
け
た
対
策
と
そ
の
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

全
国
的
に
運
転
士
不

足
が
深
刻
で
あ
り
、

公
共
交
通
の
確
保
が
危
機
的

な
状
況
の
中
、
運
転
士
を
確

保
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

本
市
で
は
令
和
７
年
６
月
に

第
二
種
運
転
免
許
取
得
支
援

事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
第
二
種
運
転
免
許
を

取
得
し
た
人
を
対
象
に
費
用

本
市
は
県
内
初
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

し
て
、
平
成
10
年
４
月
に
ま

ほ
ろ
ば
号
の
運
行
を
開
始
し
、

道
路
が
狭
い
地
域
に
は
、
平

成
23
年
に
地
域
線
の
運
行
を

開
始
し
た
。
し
か
し
、
現
在

で
は
運
転
士
確
保
が
困
難
と

い
う
理
由
で
ま
ほ
ろ
ば
号
の

ダ
イ
ヤ
改
正
、
路
線
バ
ス
の

減
便
が
な
さ
れ
た
た
め
２
点

伺
う
。

①
ま
ほ
ろ
ば
号
の
ダ
イ
ヤ
改

正
の
決
定
方
法
お
よ
び
利
用

者
へ
の
周
知
状
況
。

②
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

「
の
る
ー
と
太
宰
府
」の
利
用

方
法
お
よ
び
現
在
ま
で
の
利

用
者
数
。①

西
鉄
か
ら
の
当
初

の
申
出
で
は
車
両
数

や
運
転
士
数
が
６
割
程
度
ま

で
減
少
す
る
内
容
で
し
た
が
、

限
り
あ
る
車
両
数
、
運
転
士

数
で
可
能
な
限
り
の
移
動
手

段
の
確
保
に
努
め
た
結
果
、

７
割
以
上
の
運
行
便
数
を
確

保
し
ま
し
た
。

て
、
現
地
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
を
生
か
し
つ

つ
、
今
後
も
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
や
情
報
発
信
の
在

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

⑶
今
後
、
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
本

市
の
文
化
・
観
光
振
興
に
ど

の
よ
う
に
生
か
せ
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
情
報
共
有
や
連
携
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

⑷
①
郷
土
愛
の
醸
成
や
市
民

意
識
の
高
揚
を
図
る
上
で
効

果
的
な
視
点
で
す
の
で
、
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②
文
化
・
観
光
施
策
と
し
て

の
効
果
等
を
総
合
的
に
判
断

し
な
が

ら
検
討

し
て
い

き
ま
す
。

は
、
就
職
フ
ェ
ア
や
人
材
確

保
支
援
の
補
助
金
制
度
の
創

設
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
利
用
件
数
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
介
護
や
医
療
に
関

す
る
相
談
に
加
え
て
、
複
合

的
課
題
を
含
む
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
集
い
の
場
・
教

室
づ
く
り
の
進
捗
に
つ
い
て
、

専
門
職
に
よ
る
地
域
出
前
講

座
を
展
開
し
、
介
護
予
防
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
意
見
箱
か
ら
回

収
、
受
付
後
は
市
長
・
関
係

課
に
回
覧
し
、
個
別
の
案
件

に
つ
い
て
丁
寧
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

③
市
民
か
ら
よ
り
多
く
の
ご

意
見
を
頂
戴
す
る
た
め
に
、

様
々
な
ツ
ー
ル
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
る
中
、
市
民
の
意

見
箱
に
対
し
て
の
改
善
や
増

設
等
の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
意
見
を
頂
戴
す
る
方
法

と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が

最
適
か
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
常
に
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
７
度
10
月
現
在
20
件
で

す
。

②
指
定
動
物
病
院
を
７
か
所

に
増
や
し
、
申
請
を
通
年
可

能
と
し
、
様
式
改
正
を
進
め

て
い
ま
す
。

③
地
域
猫
サ
ポ
ー
タ
ー
を
登

録
し
、
活
動
の
円
滑
な
導
入

や
適
正
管
理
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

④
高
齢
化
に
伴
い
飼
育
困
難

に
な
っ
た
場
合
、
民
生
委
員

な
ど
を
通
じ
て
相
談
を
受
け

て
お
り
、
関
係
部
局
と
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。

⑤
近
隣
市
と
連
携
し
た
動
物

愛
護
の
普
及
啓
発
活
動
を
実

施
し
、
地
域
猫
対
策
に
関
す

る
情
報
交
換
も
行
っ
て
い
る

た
め
、
広
域
的
に
連
携
し
た

出
前
講
座
の
開
催
な
ど
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
き
ま

す
。

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
就
業
機
会
の

拡
大
及
び
運
転
士
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
市
内
を
運
行

す
る
乗
り
合
い
バ
ス
路
線
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
維
持
・

確
保
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、

国
や
県
の
取
組
と
も
連
携
し

て
運
転
士
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

事
前
周
知
と
し
て
、
自
治

協
議
会
で
の
説
明
、広
報
紙・

Ｈ
Ｐ
・
バ
ス
停
・
バ
ス
車
内
・

公
共
施
設
で
の
お
知
ら
せ
な

ど
可
能
な
限
り
の
手
法
に
よ

り
周
知
に
努
め
、
加
え
て
、

当
該
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
へ
の
説
明
の
機
会
を
設

け
ま
す
。

②
予
約
に
応
じ
て
運
行
を
行

う
特
徴
の
た
め
、
電
話
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
専
用
ア
プ
リ
で
予

約
し
、
乗
降
ポ
イ
ン
ト
に
迎

え
に
来
た
車
両
に
乗
車
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
ま
で

の
利
用
者
数
は
延
べ
２
４
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
令
和
」を
活
か
し
た

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を

目
指
せ

「
市
民
の
意
見
箱
」の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
猫
活
動
を
促
進
さ
せ
よ

「
ま
ほ
ろ
ば
号
」の

運
転
士
の
確
保
を

地
域
公
共
交
通
を

利
用
者
の
た
め
に

陶す

山や
ま  

良よ
し
ひ
さ尚  

議
員

神こ
う
た
け武

綾あ
や  

議
員

岡お
か

林ば
や
し  

直な
お

人と  

議
員

瀬せ

筒づ
つ  

義よ
し

ひ
さ久  

議
員

川か
わ
ぐ
ち口  
親ち

か
ま
る丸  

議
員

原は
ら

田だ

久く

み

こ

美
子  

議
員

まほろば号時刻表の表紙

坂本八幡宮

市民の意見箱
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意
見
交
換
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ
／
編
集
後
記

◇
編
集
後
記
◇

新
緑
の
ق
અ
、い
か
が
お
ա
ご
し
で
し
Ỷ
う
か
。

ࡢ
年
12
月
に
初
当
選
し
、
今
回
初
め
て
議
会
で

一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

û0
年
に
わ
た
り
൪
組
制
࡞
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
、
議
会
は
ど
こ
か
「
൪
組
」
の
よ
う
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
構
成
を

考
え
、
質
問
と
答
え
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
様
子
が

഑
信
さ
れ
る
。
何
が
ى
こ
る
か
分
か
ら
な
い
ۓ
張

感
も
含
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
場
で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
議
会
が
よ
り
਎
近
に
感
じ
ら
れ

る
存
在
で
あ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
議
࿦
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
市
民
生
活
に
ど
う

つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ͥ
ひ
一
度
、議
会
を
๣
ௌ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
഑
信
も
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
޾
い
で
す
。

今
後
と
も
議
会
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

（
੉
౵
ٛ
ٱ
）
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令和８年度  太宰府市議会

「市民と議会の意見交換会」 を開催いたします。
私たちの住む太宰府のまちについて、あなたの声をお聞かせください。

議員一同、皆様のお越しを楽しみにしています。

ୗࣇαʔϏεを͝ر๬のํは、݄̑̓೔ までに
ٞձࣄ຿ہまで͓ਃしࠐΈͩ͘͞い。

●場　所　いきいき情報センター 2階 研修室
（太宰府市五条三丁目１番１号）

●定　員　申し込み不要でどなたでもご参加いただけます。
●内　容　10：00 ～ 10：05 （ 5分間）
　　　　　10：10 ～ 10：40 （30分間）
　　　　　10：50 ～ 11：20 （30分間）
　　　　　11：30 ～ 12：00 （30分間）

開会行事
常任委員会ごとに
分かれて意見交換｝

●時　間　10：00 ～ 12：00 ※9：30開場です。

市民と議会の意見交換会
5月10日Ⱐ
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